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（１）総合計画策定の趣旨
■計画策定の目的
　平成22年３月の１市３町（旧栃木市・旧大平町・旧藤岡町・旧都賀町）による合併と、平成23年
10月の旧西方町との合併により新生栃木市が誕生し、新たなまちづくりが進められてきました。
　その後、平成26年４月の旧岩舟町との合併により、新しい栃木市が誕生し、更に広がるまちづ
くりがスタートしています。
　都市の構造の大きな変化は、本市の新たなまちづくりに向けた、市民生活や地域社会のあり方
に大きな影響を与えるものであり、それに伴う行政の継続性の確保や市全体の均衡ある発展、市
民の融和や一体感の醸成など、合併市が抱える様々な課題の早期解消に向けた取り組みが求め
られています。
　さらには、平成23年３月に発生した東日本大震災や平成27年９月の関東・東北豪雨での経験
を貴重な教訓として、私たちの想定を上回る自然災害から市民の安全を守る防災対策への配慮
も、今後のまちづくりに求められています。
　こうしたことから、合併後のまちづくりの基本方針等を明らかにした「※新市まちづくり計画」
を踏襲し、行財政の効率化、行政サービスの向上、潜在的な地域資源の活用など、合併による
※スケールメリットを活かしたまちづくりを基本に、近年の社会経済状況や市民ニーズの変化に
的確に対応した、新たな栃木市の将来ビジョンとなる総合計画を策定するものです。

■計画策定の根拠
　※地域主権改革による地方自治法の改正に伴い、法律による総合計画（基本構想）の策定義務
や議会への付議義務はなくなりました。
　本市においては、総合的かつ計画的な市政の運営を行うため、本市の最高規範である「※栃木
市自治基本条例」に基づいて総合計画を策定するものとします。
　なお、本市の総合計画における基本構想及び基本計画については、「※栃木市自治基本条例」
において議会への付議が求められており、議決を経ることでその内容が確定します。

■計画策定の効果
　現実を見据えながら、将来像の実現に向けた取り組みを体系的に整理することにより、様々な
分野においてきめ細やかで実現性のある具体的な施策の展開が図られます。
　本市の将来像や行政の目指すべき目標を明確にし、それらを市民や行政が共有することによっ
て両者の相互理解が深まり、協働のまちづくりに向けた意欲の向上や協力体制の構築が図られ
ます。
　優先すべき施策や施策の評価基準等を明確化することにより、集中的な投資による効率的な
成果が期待できるとともに、施策達成度の把握による効果的な手段の見直し・選択が可能になり
ます。

総合計画の策定について
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（２）総合計画の構成・期間

　　　　　　［計画期間：2013年度(平成２５年度)から2022年度までの１０年間］

　基本構想は、本市の１０年後の目指すべき将来像を定め、その実現を図るための基本方針
を政策として明らかにするものです。
　基本計画をはじめ、他の計画や具体的な施策・事務事業等の目標・指針となるものです。

　　　　　　［後期計画期間：2018年度(平成３０年度)から2022年度までの５年間］

　基本計画は、５年間の部門ごとの現状と課題、施策の方向性を取りまとめ、基本構想や将
来像を実現するための具体的な計画として示します。
　各施策分野ごとに事務事業を体系化し、実施計画の基本となるものです。

　　　　　　［２年間ごとの※ローリング方式により見直し］

　実施計画は、基本計画で示された施策を、財政状況や社会情勢を考慮しながら選択し、実
施する事務事業を示す事業計画で、毎年度の予算編成の指針となるものです。

総合計画は基本構想、基本計画、実施計画の３層構造とします。

基本構想

基本計画

実施計画

基本構想

基本計画

実施計画

(平成25年度) (平成29年度) （平成30年度）

政　　策

基本施策
　  ・
単位施策

事務事業

１０年間

前期：５年間 後期：５年間

２年間

（２年・ローリング方式）

２年間

2013年度 2017年度 2018年度 2022年度
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（３）総合計画の位置づけ

■総合計画と新市まちづくり計画との関係
　総合計画は、合併前の旧１市５町（栃木市、大平町、藤岡町、都賀町、西方町、岩舟町）の総合計
画の理念を基に策定された「※新市まちづくり計画」を尊重しつつ、近年の目まぐるしい社会情
勢の変化を敏感に察知し、市民ニーズ等を十分把握するだけでなく、将来の※シーズに配慮しな
がら、新たなまちづくりを進めていくため策定するものです。

■総合計画と自治基本条例との関係
　総合計画は、「※栃木市自治基本条例」に基づき、総合的かつ計画的な市政運営の実施に向け、
本市のまちづくり及び市政の最上位計画として策定するものです。

■総合計画と個別計画との関係
　特定分野の課題に対応していくため、策定が義務づけられていたり、策定努力が求められてい
る関連個別計画については、最上位計画である総合計画の内容との整合・調整を図りながら策
定することになります。
　また、厳しい社会経済状況への対応や限られた※行政資源の活用を図り、総合計画の実現を下
支えする行財政改革の指針として「行政改革大綱・財政自立計画」を策定し、総合計画の各施策
と連動しながら推進を図ります。

旧栃木市 旧大平町 旧藤岡町 旧都賀町

旧西方町

᪂ᕷࡾࡃ࡙ࡕࡲィ⏬

̶ 旧市町における総合計画 ̶̶ 総合計画と個別計画等との関係 ̶

ᰣᮌᕷ⥲ྜィ⏬

ᇶᮏᵓ᝿

ᇶᮏィ⏬

ᐇ᪋ィ⏬

旧岩舟町

事務
事業

事務
事業

事務
事業

事務
事業

事務
事業

事務
事業

事務
事業

㛵㐃
ಶู
ィ⏬

⾜ᨻᨵ㠉኱⥘࣭㈈ᨻ⮬❧ィ⏬
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■総合計画と総合戦略との関係
　本市では、平成２６年５月に定住促進対策本部を設置し、人口減少問題に対する施策として、
定住促進につながる企業誘致の推進や子育て・教育環境の充実等に努めてきました。
　平成２６年１１月には「まち・ひと・しごと創生法」が制定され、国の長期ビジョン及び総合戦略
を踏まえた人口減少問題に取り組む必要性から、本市の人口の現状や将来の展望を明らかにし、
今後５か年の政策目標や具体的な施策等を提示する「栃木市まち・ひと・しごと創生総合戦略」
を策定（平成２７年１０月）しました。
　「栃木市まち・ひと・しごと創生総合戦略」では、市の最上位計画である総合計画を基本とし
た上で、相互の整合性に配慮しながら、今後の人口の展望を見据えた、人口減少克服や地方創生
の分野に関する具体的な施策をとりまとめています。

̶ 総合計画と総合戦略との関係 ̶

栃木市総合計画 栃木市まち・ひと・しごと創生総合戦略

ͤ㸧ᇶᮏィ⏬ࡿࢀࡉ♧࡟㹙୺せ஦ᴗ㹛ࠊࡕ࠺ࡢ⥲ྜᡓ␎ࡶ࡟఩⨨࡙ࡿࢀࡽࡅඹ㏻࠸ࡘ࡟⤌ྲྀࡢ

ࡋ࡚♧⾲ࢆࢡ࣮࣐ࠉࠉࠉࠉࡣ࡚��ࠉ ࠋࡍࡲ࠸

栃木市の総合的かつ計画的な市政運営を
行うために定めるもの

人口減少克服や地方創生に向けた取組を
行うために定めるもの

2013 年度（平成 25 年度）～ 2022 年度
【10 年間】

前期：2013 年度（平成 25 年度）～ 2017 年度（平成 29 年度）
後期：2018 年度（平成 30 年度）～ 2022 年度                              

【5 年間】

栃木市の目指すべき将来の姿を示すもの

基本構想を具現化するための施策を定めるもの

基本計画を実現するための事務事業を定めるもの
【2 年間ごと】

基本構想

基本計画

実施計画

将来の人口の見通しや各施策の内容について整合性を図りながら策定

” 栃木市自治基本条例 ” に基づく ” まち・ひと・しごと創生法 ” に基づく

人口ビジョン

人口動向の現状や将来の人口推計を分析し、
栃木市の人口の将来展望を示すもの

～ 2060 年度
【中長期】

総合戦略

人口ビジョンを実現するための政策目標や
具体的な施策を定めるもの

2015 年度（平成 27 年度）～ 2019 年度（平成 31 年度）
【5年間】

整合
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■進行管理と評価
　総合計画は、適正な市政運営や財政運営を実行していくための指針として策定されています。
　よって、総合計画が着実に実行されるためには、計画に位置づけられた政策・基本施策・単位
施策・事務事業が予定どおり実施されたかどうか、それらによる成果が実現・達成されたかどう
かについて、適切な進行管理及び評価を行い、その結果を今後の取り組み内容や予算編成等に
反映させていくことが重要となります。
　本市では、「Plan（計画）・Do（実行）・Check（評価）・Action（改善）」サイクルの仕組みに
沿った「※栃木市マネジメントサイクル」の導入により、効率的かつ効果的な総合計画の進行管理
及び評価を行うものとします。
　なお、進行管理及び評価の実施は、事務事業については毎年、単位施策・基本施策の進行管理
は毎年、評価は５年ごとに行うものとし、実施体制は所管部単位のみならず、大きな施策分野ご
との横断的な体制による対応を図るものとします。

■成果指標の設定
　総合計画に掲げる取り組み内容の実現・達成状態については、個別に示した成果指標（目標
値）を定期的・継続的に測定することで評価します。
　成果指標（目標値）については、目標を達成するために必要な手段となる事務事業ごとの活動
（※アウトプット）指標や、事務事業の実施によりもたらされた効果・満足度合いを数値化した成果
（※アウトカム）指標等を考慮・検討したうえで設定しています。
　これにより、個々の業務の実施量だけでなく、市民が実感として行政サービスをどう捉えてい
るかなども含め、施策の実現・達成状態を誰もがわかりやすく的確に把握することが可能となり
ます。

（４）総合計画の管理（マネジメント）

̶ ※栃木市マネジメントサイクル：※行政評価システムの実施 ̶

Plan

Do

Check

Action

◎総合計画の策定
　・基本構想
　・基本計画
　・実施計画
◎行政改革大綱の策定
◎個別計画等の策定
◎予算編成

◎政策・施策・事務事業の実施 ●行政評価システムの実施
　：総合計画の進行管理と評価
　・政策評価（基本構想）
　・施策評価（基本計画）
　・事務事業評価（実施計画）

◎政策・施策・事務事業の見直し、
　優先順位の再設定
◎予算への反映
◎総合計画・個別計画等の見直し

P

D

C

A

目標の
明確化

測定
評価

検証
分析

改善策
の立案
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2

（１）住民アンケート調査結果の把握

■調査の概要

■結果の概要
　各項目の満足度と重要度の結果をみると、以下のような傾向を読み取ることができます。

《満足度と重要度の結果》

前期基本計画の検証
　総合計画の進行管理・評価の一環として、前期基本計画におけるまちづくり施策・サービスの
実施状況や成果等を確認し、後期基本計画の内容に反映させていくものとします。

　総合計画の効果の検証として、本市の主要なまちづくり施策・サービス分野に関する“現状の
満足度及び今後の重要度”を定期的に把握する“住民アンケート調査”の結果を基に、市民の市
政に対する満足度や重点を置くべき施策分野を明らかにします。

༊ศ ๓ᅇ㸸ᇶᮏᵓ᝿⟇ᐃ᫬ ௒ᅇ㸸ᚋᮇᇶᮏィ⏬⟇ᐃ᫬

ᐇ᪋᫬ᮇ 平成２３年８月 平成２８年１２月
ᑐ㇟ᆅ༊ 旧栃木市、旧西方町 現栃木市
ᑐ ㇟ ⪅ 満１８歳以上の男女 満１８歳以上の男女
ᢳฟ᪉ἲ 無作為抽出 無作為抽出
ᢳ ฟ ᩘ 総数５，０００人 総数８，０００人
ᅇ ཰ ᩘ １，８４２人 ２，６２１人
ᅇ ཰ ⋡ ３６．８％ ３２．８％

－満足度－
●「満足」「やや満足」を合わせると、「ごみ処理対策」が約７割、「歴史文化の振
興・活動支援」「上下水道の整備・保全」「生涯学習の充実・活動支援」「学校教育
環境の整備」が約６割の満足度となっています。
●一方で、「企業誘致など雇用創出」が約３割、「計画的な土地利用」「商業の振興」
「行財政改革への取り組み」が約４割と低い値になっています。
●項目別に見ると、「環境保全・安全安心」や「教育・生涯学習・文化」に関する分野
の満足度が高くなっています。
－重要度－
●「重要」「やや重要」を合わせると、「防犯対策」「防災対策」「医療体制の充実」
「高齢者福祉サービス」環境保全対策」「保育・児童福祉などの子育て支援」が
約８割と高い値になっています。
●一方で、「国内外の交流の推進」が約５割と低い値になっています。
●項目別に見ると、「環境保全・安全安心」や「保健・医療・福祉」に関する分野の重
要度が高くなっています。
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【まちづくり施策・サービスに対する現状の満足度】
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【まちづくり施策・サービスに対する今後５年間の重要度】
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－満足度－
●全ての項目の平均値から、全体的に満足度がやや向上しており、これまでの取組
の進展がうかがえる結果となっています。
●「医療体制の充実」「学校教育環境の整備」「市民活動への支援」「ごみ処理対
策」「情報通信環境の整備」等については満足度が上昇しており、これまでの取組
の進展がうかがえます。
●一方で、「道路の整備・保全」「防災対策」「防犯対策」等については満足度が低
下しており、これまでの取組がやや停滞していることがうかがえます。
－重要度－
●全ての項目の平均値から、全体的に重要度がやや低下しており、これまでの取組
の一定の成果がうかがえる結果となっています。
●「公共交通の充実」「道路の整備・保全」「観光の振興」等については重要度が上
昇しており、これからの取組に対する期待がうかがえます。

　また、各項目の満足度と重要度の結果を得点化し、前回調査結果から今回調査結果の推移を
見ると、以下のような傾向を読み取ることができます。

《満足度と重要度の得点の推移：前回調査結果と今回調査結果との比較より》
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【満足度の得点化：今回と前回との比較】

満足：２点、やや満足：１点、やや不満：－１点、不満：－２点とし、まちづくり施策・サービス毎
の平均点を（満足の件数×２点＋やや満足の件数×１点＋やや不満の件数×－１点＋不満の件数×
１点）÷（全体の件数－無効・無回答の件数）として算出
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【重要度の得点化：今回と前回との比較】

重要：２点、やや重要：１点、あまり重要ではない：－１点、重要ではない：－２点とし、まちづくり施策
・サービス毎の平均点を（重要の件数×２点＋やや重要の件数×１点＋あまり重要ではないの件数×
－１点＋重要ではないの件数×１点）÷（全体の件数－無効・無回答の件数）として算出
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各項目の満足度と重要度の得点に基づく分布状況を相対的に見ると、以下のような
傾向を読み取ることができます。

《満足度と重要度の分布状況：今回調査結果より》

【満足度と重要度の分布状況】
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●「満足度が低く、重要度が高い」行政サービスとして、「企業誘致など雇用創
　出」「防犯対策」「医療体制の充実」などが該当する結果となっています。
●「満足度が高く、重要度も高い」行政サービスとして、「ごみ処理対策」「学校
　教育環境の整備」「保育・児童福祉などの子育て支援」「防災対策」などが該当
　する結果となっています。
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（２）基本施策・単位施策の達成度の把握
前期基本計画に位置づけられた基本施策・単位施策の成果指標に着目し、それぞれ

の取組内容の達成度合を把握します。

《成果指標の進捗状況の把握》

【成果指標の進捗状況：一覧】

ͤ㸧ᡂᯝᣦᶆࠕࡿࡅ࠾࡟┤㏆ࡢᐇ⦼್ࠖࡣᖹᡂ㸰㸷ᖺ㸲᭶㸯᪥᫬Ⅼࠋࡍ್࡛ࡢ

●直近の実績値に基づく成果指標の進捗状況を見ると、設定した１３９項目のうち、６１
　項目（全体の４割超）が前期基本計画策定時の目標値を達成しています。
●達成した項目について、基本方針別に見ると、「基本方針５ 健やかに人を育み学び続
　けられるまちづくり」「基本方針６いきいきと働き賑わいのあるまちづくり」における
　割合が高くなっています。
●一方で、前期基本計画策定時の数値から５項目が横ばい、３４項目（全体の２割超）が
　後退となっており、基本方針別に見ると、「基本方針１かけがえのない自然にやさしい
　まちづくり」における横ばい・後退の割合が高くなっています。

進捗状況：区分の考え方
　『達成』・・・・・・「直近の実績値」が既に目標値に達しているもの
　『向上』・・・・・・「直近の実績値」が「前期基本計画策定時の現状値」と比べて目標値に近
　　　　　　づいているもの
　『横ばい』・・・「直近の実績値」が「前期基本計画策定時の現状値」と同じ値のもの
　『後退』・・・・・・「直近の実績値」が「前期基本計画策定時の現状値」と比べて目標値から
　　　　　　遠ざかっているもの
　『その他』・・・「直近の実績値」と「前期基本計画策定時の現状値」の比較が直接できな
　　　　　　いもの
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■基本方針１：かけがえのない自然にやさしいまちづくり

■基本方針２：心地よく暮らせるまちづくり
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■基本方針３：安全安心で快適に暮らせるまちづくり
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■基本方針４：健康で生きがいを持てるまちづくり
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■基本方針5：健やかに人を育み学び続けられるまちづくり
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䕿ಖㆤ⪅䛾Ꮫᰯᩍ⫱䛻ᑐ䛩䜛‶㊊ᗘ 䠂 — 㐩ᡂ

䠍 ☜䛛䛺Ꮫຊ䛾⫱ᡂ

䕿඲ᅜᏛຊᏛ⩦≧ἣㄪᰝ䛾ᖹᆒṇ⟅⋡ — —
඲ᅜᖹᆒ䜢

ୖᅇ䜛
䜔䜔ୗᅇ䜛 䛭䛾௚

䕿䜅䜛䛥䛸Ꮫ⩦⏝ᩍᮦ䛾ᖺ㛫฼⏝ᩘ ௳ — 䛭䛾௚

䠎 ㇏䛛䛺ᚰཬ䜃೺䜔䛛䛺య䛾⫱ᡂ

䕿୙Ⓩᰯඣᩘ䛾ฟ⌧⋡ 䠉 — 1.㻜ᮍ‶ 䛭䛾௚

䕿᪂యຊ䝔䝇䝖䛾඲ᅜᖹᆒ䛻ᑐ䛩䜛ᮏᕷᖹᆒ್ — —
඲ᅜᖹᆒ䜢

ୖᅇ䜛
䜔䜔ୗᅇ䜛 䛭䛾௚

䕿ඣ❺⏕ᚐ䛻ᑐ䛩䜛㣗䛻㛵䛩䜛ᣦᑟᅇᩘ ᅇ 㐩ᡂ

䠏 㨩ຊ䛒䜛ᩍ⫱⎔ቃ䛾඘ᐇ

䕿ᩍ⫋ဨ䛾◊ಟ➼ཧຍ⪅ᩘ ே ᚋ㏥

䕿ᑠ୰Ꮫᰯᰯ⯋䞉య⫱㤋➼䛾Ꮫᰯ᪋タ⪏㟈໬⋡ 䠂 㐩ᡂ

䠐 ୍㈏ᛶ䛾䛒䜛ᩍ⫱䛾඘ᐇ

䕿┦஫⫋ሙ஺ὶ◊ಟ఍ཧຍ⪅ᩘ ே ྥୖ

䕿ᑠ୰୍㈏ᩍ⫱ᐇ᪋୰Ꮫᰯ༊ᩘ Ꮫ༊ 㐩ᡂ

䠎 ⏕ᾭᏛ⩦䛾඘ᐇ

䕿♫఍ᩍ⫱᪋タ฼⏝⪅‶㊊ᗘ 䠂 — 㐩ᡂ

䕿ྛ✀Ꮫ⣭䞉ㅮᗙཷㅮ⪅‶㊊ᗘ 䠂 — 㐩ᡂ

䠍 ⏕ᾭᏛ⩦⎔ቃ䛾඘ᐇ

䕿䛸䛱䛞ᮍ᮶䜰䝅䝇䝖䝛䝑䝖஦ᴗ䛾䝪䝷䞁䝔䜱䜰ᖺ㛫άືᅇᩘ ᅇ 㐩ᡂ

䕿♫఍ᩍ⫱᪋タ฼⏝⪅ᩘ ே ྥୖ

䠎 ⏕ᾭᏛ⩦ᶵ఍䛾඘ᐇ

䕿ᕷẸ኱Ꮫ஦ᴗᘏฟᖍ⪅ᩘ ே 㐩ᡂ

䕿⏕ᾭᏛ⩦ேᮦ䝞䞁䜽Ⓩ㘓⪅䛾άື௳ᩘ ௳ 㐩ᡂ

䕿Ꮫ⣭䞉ㅮᗙ➼䛾ཷㅮ⪅ᩘ ே 㐩ᡂ

䕿ேᶒᩍ⫱ᣦᑟ⪅㣴ᡂㅮᗙཷㅮ⪅ᩘ ே 㐩ᡂ

䠏 䝇䝫䞊䝒䛾᥎㐍

䕿య⫱㤋䞉䜾䝷䜴䞁䝗➼䛾䝇䝫䞊䝒᪋タ䜈䛾ᕷẸ‶㊊ᗘ 䠂 — 䛭䛾௚

䕿䝇䝫䞊䝒኱఍䞉ᩍᐊ䜈䛾ᕷẸ‶㊊ᗘ 䠂 — 㐩ᡂ

䠍 䝇䝫䞊䝒⎔ቃ䛾඘ᐇ

䕿య⫱㤋䞉䜾䝷䜴䞁䝗➼䛾᪋タ฼⏝⪅ᩘ ே 㐩ᡂ

䕿㌾ᘧ㔝⌫኱఍䞉༟⌫኱఍➼䛾య⫱༠఍୺ദ஦ᴗཧຍ⪅ᩘ ே ᚋ㏥

䠎 ⏕ᾭ䝇䝫䠉䝒䛾᥎㐍

䕿䝇䝫䞊䝒኱఍ཧຍ⪅ᩘ ே 㐩ᡂ

䕿䝇䝫䞊䝒ᩍᐊཧຍ඘㊊⋡ 䠂 㐩ᡂ

䠐 ᩥ໬䛾᣺⯆

䕿ᩥ໬ⱁ⾡άື➼䛾ཧຍ⪅‶㊊ᗘ 䠂 — 䛭䛾௚

䕿ᩥ໬㈈ಖ᭷䞉ఏᢎ⪅䛾‶㊊ᗘ 䠂 — 䛭䛾௚

䠍 ᩥ໬ⱁ⾡άື䛾᥎㐍

䕿ᩥ໬఍㤋➼ᖺ㛫ධሙ⪅ᩘ ே 㐩ᡂ

䕿ᩥ໬⚍ཧຍᅋయᩘ ᅋయ ᚋ㏥

䠎 Ṕྐᩥ໬䛾ಖㆤ䛸ά⏝

䕿ᩥ໬㈈➼ᣦᐃ௳ᩘ ௳ ྥୖ

䕿ఏ⤫ⱁ⬟➼ಖᏑᅋయᵓᡂ⪅ᩘ ே 㐩ᡂ
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■基本方針6：いきいきと働き賑わいのあるまちづくり
ᇶᮏ᪋⟇

༢఩᪋⟇

๓ᮇᇶᮏィ⏬䛾ホ౯

ᣦᶆྡ ༢఩
๓ᮇᇶᮏィ⏬

⟇ᐃ᫬䛾

⌧≧್

ᖹᡂ䠎䠕ᖺᗘ

䛾┠ᶆ್

┤㏆䛾

ᐇ⦼್
㐩ᡂᗘ

䠍 ㎰ᯘᴗ䛾᣺⯆

䕿ㄆᐃ㎰ᴗ⪅ᩘ ே 㐩ᡂ

䠍 ㎰ᴗ⤒Ⴀᇶ┙䛾඘ᐇ

䕿㎰ᆅ㞟✚⋡ 䠂 ྥୖ

䠎 ≉Ⰽ䛒䜛㎰ᯘᴗ䛾ᒎ㛤

䕿䝤䝷䞁䝗㎰⏘≀䠄㔝⳯䞉ᯝᶞ䠅ㄆᐃᚋ䛾స௜ᣑ኱㠃✚ 㐩ᡂ

䕿ᕷෆ┤኎ᡤ༠㆟఍ຍ┕ᗑ⯒䛾኎ୖ㢠 ൨෇ 㐩ᡂ

䠎 ၟᕤᴗ䛾᣺⯆

䕿ᕷෆၟᕤᴗ䛾⥲኎ୖ㧗 ൨෇ 㐩ᡂ

䠍 ၟᴗ䛾᣺⯆

䕿✵䛝ᗑ⯒䜈䛾᪂つฟᗑᩘ ᗑ⯒ 㐩ᡂ

䠎 ᕤᴗ䛾᣺⯆

䕿ᕷෆ⥲஦ᴗᡤᩘ ஦ᴗᡤ ᚋ㏥

䠏 ほග䝺䜽䝸䜶䞊䝅䝵䞁䛾᣺⯆

䕿ほගᐈධ㎸ᩘ ୓ே 㐩ᡂ

䠍 㨩ຊ䛒䜛ほග஺ὶ䞉䝺䜽䝸䜶䞊䝅䝵䞁ᣐⅬ䛾ᙧᡂ

䕿ほගᐈ䛾‶㊊ᗘ⋡䠄෌ゼၥ䛾ពᛮ䠅 䠂 ᚋ㏥

䠎 ほග䝛䝑䝖䝽䞊䜽䛾ᙧᡂ

䕿ほග᪋タ䛾ᖺ㛫฼⏝⪅ᩘ ୓ே 㐩ᡂ

䠏 ᪂䛯䛺௜ຍ౯್䛾๰㐀

䕿᮶ᐈ⪅୍ே䛒䛯䜚䛾ᾘ㈝㢠 ෇ ᚋ㏥

䠐 㞠⏝䛾๰ฟ

䕿௻ᴗㄏ⮴䛻䜘䜛᪂つ㞠⏝⪅ᩘ ே —

—

㐩ᡂ

䠍 ௻ᴗㄏ⮴䛾᥎㐍

䕿❧ᆅ௻ᴗᩘ ♫ 㐩ᡂ

䠎 ᪂⏘ᴗ๰ฟ䛾᥎㐍

䕿ᆅᇦ䝤䝷䞁䝗㛤Ⓨᩘ ௳ ᶓ䜀䛔

䠏 ከᵝ䛺㞠⏝⎔ቃ䛾๰ฟ

䕿୰ᑠ௻ᴗ໅ປ⪅⚟♴䝃䞊䝡䝇䝉䞁䝍䞊఍ဨᩘ ே 㐩ᡂ

䠑 ከᵝ䛺ᆅᇦ㛫஺ὶ䛾඘ᐇ

䕿ᆅᇦ㛫䜔ᅜෆእ䛾ே䛸䛾஺ὶ䛜

ቑ䛘䛶䛔䜛䛸ឤ䛨䜛ᕷẸ䛾๭ྜ
䠂 — 䛭䛾௚

䠍 ᅜෆ䞉ᅜ㝿஺ὶ䛾᥎㐍

䕿஺ὶ䜲䝧䞁䝖ཧຍ⪅ᩘ ே ྥୖ

䠎 ඲ᕷⓗ஺ὶ䜲䝧䞁䝖㛤ദ䛾᥎㐍

䕿᪂ᕷ୍యឤ䛾㔊ᡂ䛻㈨䛩䜛ほග䜲䝧䞁䝖䛾෌⦅ᡂ ஦ᴗ — 䛭䛾௚

䕿䝇䝫䞊䝒኱఍ཧຍ⪅ᩘ ே ᚋ㏥

21

前
期
基
本
計
画
の
検
証

2

Ⅰ　



■基本方針7：共に考え共に築き上げるまちづくり
ᇶᮏ᪋⟇

༢఩᪋⟇

๓ᮇᇶᮏィ⏬䛾ホ౯

ᣦᶆྡ ༢఩
๓ᮇᇶᮏィ⏬

⟇ᐃ᫬䛾

⌧≧್

ᖹᡂ䠎䠕ᖺᗘ

䛾┠ᶆ್

┤㏆䛾

ᐇ⦼್
㐩ᡂᗘ

䠍 ᕷẸ䛸⾜ᨻ䛾༠ാ䛸᝟ሗඹ᭷໬䛾᥎㐍

䕿ఫẸཧຍ䛾‶㊊ᗘ 䠂 ྥୖ

䕿⾜ᨻ᝟ሗ䛾‶㊊ᗘ 䠂 ྥୖ

䠍 ᆅᇦ⮬἞䛾௙⤌䜏䛵䛟䜚

䕿ㄝ᫂఍➼ཧຍ⪅ᩘ䠄䠑ᖺ㛫䠅 ே 㐩ᡂ

䠎 ㌟㏆䛺䜎䛱䛵䛟䜚䛾᥎㐍

䕿ᆅᇦ఍㆟ฟᖍ⪅ᩘ ே 㐩ᡂ

䠏 ᕷẸάື䛾᥎㐍

䕿ᕷẸάື᥎㐍⿵ຓ᥇ᢥ௳ᩘ ௳ ᚋ㏥

䠐 ᕷẸཧ⏬䛾඘ᐇ

䕿䜎䛱䛵䛟䜚᠓ㄯ఍ฟᖍ⪅ᩘ ே 㐩ᡂ

䠑 ᝟ሗඹ᭷໬䛾᥎㐍

䕿ᗈሗ⣬ୡᖏ㓄ᕸ⋡ 䠂 ᚋ㏥

䠎 ᇶᮏⓗேᶒ䛾ᑛ㔜

䕿ேᶒ䛜Ᏺ䜙䜜䛶䛔䜛䛸ឤ䛨䛶䛔䜛ே䛾๭ྜ 䠂 㐩ᡂ

䕿ᑂ㆟఍➼䜈䛾ዪᛶጤဨ䛾Ⓩ⏝⋡ 䠂 㐩ᡂ

䠍 ேᶒ䛾ᑛ㔜

䕿ㅮ₇఍➼ฟᖍ⪅ᩘ ே 㐩ᡂ

䠎 ⏨ዪඹྠཧ⏬䛾᥎㐍

䕿◊ಟ఍➼ฟᖍ⪅ᩘ ே 㐩ᡂ

䠏 ⾜㈈ᨻ㐠Ⴀ䛾඘ᐇ

䕿⾜ᨻ᪋⟇䛾‶㊊ᗘ 䠂 ྥୖ

䕿❆ཱྀ䝃䞊䝡䝇䛾‶㊊ᗘ 䠂 ᚋ㏥

䠍 ⾜㈈ᨻᇶ┙䛾ᙉ໬

䕿⤒ᖖ཰ᨭẚ⋡䠄ẖᖺ䠅 䠂 ᚋ㏥

䠎 ᕷẸ䝃䞊䝡䝇䛾ᥦ౪యไ䛾඘ᐇ

䕿❆ཱྀΰ㞧᫬䛾ド᫂➼Ⓨ⾜᭱㛗ᚅ䛱᫬㛫 ศ ᚋ㏥
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